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preparationthefollowlngSubstanceswereisolated appearstobeanintermediateofthedecomposition

andidentified:undecomposedThiram,his(dime･ ofThiram anditisfurthercleavedintocarbon

thylthiocarbamoyl)monosulfide. sulfur, Carbon disulfideandtetramethylthiourea.

disulfideandtetramethylthiourea. 4. Undertheconditionshereemployed,tet･

3. 石is (dimethylthiocarbamoyl)monosulfide ramethylthioureawasstableandsulimes.

TheRehtiveToxicityandl∈mockdownVelocitytoHo且quitoLarvae,AndSt8bilityoEBArtttrin

inCompari80nwith thatoEPyrcthz･ina,Allethrin Andp.p'-DDT. HiromichiMATSUBA7tA

(DepartmentofAgriculturalChimistry,FacultyofAgriculture.GifuUniversity)Rccciycd Dec.

23,1960.Bolyu･Kagaku,26,44,1961(withEnglishr占sum6,50)

8.Barthrin と PyretIlrins,-Alletllrin及び p,p'-I)DT との蚊の 幼虫に対する杏力な

らびに効力発現速度及び安定性の比較★ 松原弘道 (岐阜大学 良学部 員芸化学教室)35.12.23.

受ZTDl.

BarthrinのiFj力,効力発現の速度及び安走性をアカイエカの幼山を用いる生物試飲にJ:つて研兜し,

pyrethrins,allethrin及び P,P'-DDTとの比較を行った. アカイエカの幼虫に対するbarthrinの

致死効力は極めて強大で,allethrin及び♪,〟-DDT より退かに勝りpyrethrinsの1.46倍に相当し

確実な殺虫作IT]をあらわす. また熱に対し柘めて安定で50030日処PJ!では全 く分解を認めず, 紫外

矧朋 寸によっても他のビレスロイ ドに比しその分解率は小であるが,遅効性で pyrethrinsの約1/84

の効力発現速度をすすするに過ぎない郡を認めT=. なお兆剤の効力発現迎班に対する惜宛な測定法と

その表示法を出案した,

BarthelandAlexanderl)により合成された新ピレ

ス ロイ ド, barthrinは dl･cis･irallS-Chrysanthemic

acidと 6-chloropiperonylalcoholとのエステルで

次の械な梢近式を有する.

(cII3'iC(=cICI;;:CFI) CII-COOCII2C-1'a こ)

J cII3

本化合物は従来の pyrethrins或は allethrinのア

ルコール成分である pyrethrolone,Cinerolone誠 は

allethroloneのような不飽和仙鎖を有する methy1-

cyclopcntcnoloneの代りに.椛迫が史に簡主Iiで安定性

も火であると考えられる piperonylalcoholが chry･

santhemicacidと結合していること, またピレスロ

イ ドに対して火力効刀ミを有するために必要な化学構造

といわれている methylcnedioxyphenyl兆 を化合物

白帆 こ含むこと,さらにまた殺山性をイすするハロゲン

元弄…として以邦をpiperonyl)A;のベンゼン核上にイすす

る-当iから,その各種届出に対する-1J効瓜 安Jrti:性及び

各種共力剤のlt･力効果は粥妹あるnrJ血である.有効庇

についてはイエバエについて Gersdorff等2),数郡昆

虫についてMcLaughlinGomleyKingCo.のtechni-

calbulletinに記載のある外報告がなく,熱及び紫外線

に対する安定度についても詳細な報告はなく,また共

)J剤の作FT]についても雌か Gersdorff等2)の予僻的試

44L

験の報告があるのみであるので,著者はまづbarthrin

の我が国の言古昆虫に対するイ了効皮及びその次;i:性を明

らかにする目的で,アカイエカの幼虫な川いる出物.試

験によって barthrinのlJjJ効皮ならびに効力発現の迎

速を pyrethrins,allethrin及びZ),P'-DDTのそれら

と比較し,さらに熱及び紫外線に対する安定性につい

ても同様なIJi物試蚊によって pyrethrins及 び all･

ethrinの場合と比較し 2,3の知見を和た.

また非剤効力の発現の避速の隅易さu走はならびに表

示法を創案したのであわせて報Lbする.なお木研兜を

おわって後 Chadwick等 3)もイエバエ苛政械E:i山に対

する barthrinの磁力を pyrethrinsと比峻し, また

イエバェを用いて barthrinに対する piperonylbu･

toxideの共刀効果を試験しているのを知った.

実 験

I.実験材料,班ilq及びガは
1. 鵬試米剤 :Barthrin(6lChloropipcronylester

ofdL･cis･tyallS-Chrysanthemicacid)は米国の Mc-

LaughlinGormleyKingCo.から班供された bp.184

-206oC/0.7mmlTg.1212,51.5378,淡淡泊色の粘桐な紋

休で d-,I-,cis-,及び trans･isomerの含塁は明ら

かにされていないものである. Allethrinは93%品位

' 本研死の概要は日本思芸化学会中部支部卵2帥l例
会 (1960,Oct.1)で報告した.
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のもの,pyrethrumextractは pyrethrin-I10.89%,

pyrethrin-ⅠⅠ9.80%,totalpyrethrins20.69%の脱

色梢製品,I),I)'-DDT は mp.108.8-109,3oC の朽

製品である.

2. 供試昆虫 :生物試験に伏mしたアカイエカCu･

lexbiPiensPallcnsCoqui.の幼山は岐巾iTJ'近郊で柁

卵後12時榊以内の卵的な授L托し,水抑ttでタ馴ヒせしめ,

薬FT]酵母を別としてLZi･1-lfしたもので,卵化役5-6n
口の矧輪山である.

3. 災映矧lT王及び 万は ニBarthrinの招力 と pyre･

thrins.allethrin及び L7,0'-I)DT のそれとの比較は

アカイェカの幼虫を用いるペ トリー皿班によった.す

なわち pyrethrinsならびに allethrinとの比較の功

介は純 pyrethroid0.25,%,TritonX-10045.00/Oo'及

び Xylene53.79-54.75,00'をflむ 乳剤郎紋を適宜肌

JA:に稀釈し, 1シ1･-レ 200ccの灘紋rrHこアカイエ

カ助山10匹知を入れ24柑t.J後のLLi死をL.潤-lfした.この

場合1兆枚について昆虫 100匹を用いた.P,j･'-DDT

との比校の似合は, Xyleneのi!3力のkm守を少なくす

るため広く乳剤巾にJ.1ける toxicantの比率を大とし,

その組成を barthrin･誠は ?.P'-DDT2,%,Triton

x-10045,00',Xylene53,%とした. なお以後各兆剤の

稀釈度及び非虫はすべてlJli乳剤に対する他で示す!jiと

した.

PyrcthrinsのInもjRがな杓故の一つは速効性であ

ることであl),新しいピレスロイ ドでも在米の pyre･

thrinsの班川分相 こ進出するためにはこの性伐を耶え

yJjは'･Rl公と考えられるが, barthrinがどの程度の

辿効性をイJするかは明らかでないのでその検討を行つ

･た.兆刑の効力発現の遅速は見難の突TT]上極めて3E変

な変邦であるにもかかわらず現在閃易な純正は及び公

示uiがW.Ilせられていない.この遅速はJjt!約Uと試見出

の班研及び水剤通用型式により規分只るものと考えら

れるが,著者はこの概数を求める悦班な測定法として

アカイエカの幼虫のノックダウンを用いるペ トリー皿

紘,また効力発現の遅速の来示法として効力発現速TtiE

(仮称)なるものを提案したい. すなわち速度を求め

ようとする黙剤ならびに基準薬剤の,ある昆虫に対す

る24時rtrJ牧の小火致死乗員の割合に各薬剤を或昆虫に

適IT)した場合,致死現敦と平行関係にあり,かつ測在

の祁以な昆山のLii休技AGを観察し,その中央時間を韮

叩邦刑と比恨しその中火当爪をもって示すのである.

･Jl<附 伽こはtJも淡紫刑の稀釈乳紋をアカイエカの幼虫に

適川しその汎IR-24哨rLnJ後の致死畔からBlissのprobit

払により払兆剤のrfT火致死胡爪を求め,その薬虫比の

況班に調乎71した/̂乳剤抗(紋をその非紋によってアカイ

エカの助dlが64分以内に50,%以上ノックダウンするよ

うな肌皮に適宜柿釈し,Ĵ･にY.:符l)が和lBしたペ トリ

一皿tJミによりアカイエカの幼虫 100匹以上に対する時

lL''J-ノックダウン山ヰ王を求め,Blissの probit班によ

ってその巾央ノックダウン時間を求め,各非剤の中火

当虫を詐山し,適当非剤の速度を 1として他の薬剤の

速度を袈示する.この場合問超となるのは致死効果と

ノックダウン効果との関連性であるが,イエバェ成虫

iRはアカイエカ幼虫に薬剤を通用した場合,致死の前

附 rJ反応 として ノックダウンが必ず観察され,Gers-

dorEf巧叫 こよれば d-trams-.dl-1rans-,dl-cis及び

dL-cz'S-trams-barthrin5柾のイエバェMuscadomes-

ticaL.に対する24時けIJ後の巾火致死況ffELC50 と25

分後の中火ノックダウン肌収 DC5｡とのIL"Jにはほぼ平

行関係が成立しその比 LC5｡/DCS｡は何れも1.3-2.0,

その平均伯は 1.7であるといい,また-R.:符苛5)の研兜

によれば pyrcthrinsの三削 tとアカイエカ幼山に対す

ち.中火ノックグ･)ン時日''Jとの川には比例(仙ig係が成

立つ.したがって比暇的触l!jlt'LHこ'tLfb,iに祝賀くLirJる生

体反応すなわちノック}/ウン効恥から,純然に瓜時間

を要しLL!死の判別にM対比 伴なう致死の速]兜がほぼWl

推出来るものと巧えられる.なお.この場hrll火致死恭

-117t比の代 りに-)に=!jT-Mをの小火ノックダウン兆爪比を

用いるり【も=光る.GcrsdorfEL'S:)のJlJTJ.lL淡 験におい

て LC5｡/DC50の肌が'dbarthrinisomersに13いては

-平均1.7であるのにfI.12iuが 全くiTQTり, かつ barthrin

より秘めて速効性の a11cthrinでは約8であるとの結

果がでているが,柑めて速効性の 兆刑ではこの DC50

の伯にはl山tのノックダウンへの薬剤の招)Jの外効力

発現の速度がLu旅しているものと考えられるのでlT6者

のILTIJにかなt)のZ!があらわれるのは当然であり,また

われわれのAt求するのはその致死効果であるので処方

)A;畔として本実験のように24時間後の中央致死薬包比

を採る方がより適当であると考えられる. Barthrin,

pyrethrins及び allethrinの効力発現速TEの比較の場

合に用いた原乳剤の組成は barthrin1,Oof(pyrethrins

1.46%,allethrin6.25%),TritonX-10060% 及び

Ⅹylene39,00'(38.54%,33.75%)であり,♪,fI'-DDT

及びbarthrinの迎皮の比幌の場合のそれは♪,〟-DDT

の xyleneに対する押紙･'t皮のLu繰上,barthrin0.4%

(♪,I)'-DDT 10.8,00'),Triton X110040.0% 及 び

Xylene49.2%とした.

Barthrinのtit-'JiIlA:の研'jtを行 うに必要な各 ピレス

ロイ ドの'/i:iii班のうち barthrinについてはまだ 報告

が!軌 ､のでその氾TiEとアカイェカ幼虫に対する時聞-

ノックダウン虫率との関係を検討したところ直線関係

が認められたので,barthrinの定員はすべての出物試

験により行った. また比較に用いる pyrethrins及び

allethrinのように比較的不安定で 熱誠は紫外線によ

って僅か梢道上の変化を受けてもJJi物的活性を持たな
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いh'1似化合物に変化するおそれのある化合物では,坐

物学的泣虫法が優れていると考えられるので,これら

もすべて光に著者等5)の報告したアカイエカ幼虫に対

する時周一ノックダウン虫率による生物学的定立法に

よった.

Barthrin.の熱に対する安定性の突放では barthrin,′■
pyrethrum'extract及び allethrinを純ピレスロイ ド

として 10mg宛を30cc容の三角フラスコに採取密栓

を施し 50oCの定温船中に放'BL,20及び30日後に取

出し, これに TritonX-1000.25g, Xylene0.25cc

を混和,水を加えて適宜氾皮の乳剤とし,アカイエカ

幼虫に対する時ILrFJ-ノックダウン虫率を検するペトリ

-皿法によって残存ピレスロイ ドを定虫しその分解率

を求めた.

また紫外線に対する安)i:皮の実験では,従4cm,深

さ 1.5cnlのペト.)-皿rlliこ非剤を純 ピレスロイ ドと

しておのおの 20mg入れ,光源として米国製 Sylva.

niablackliteblue15W 紫外線位光灯をFT]い, フィ

ルターを班川せず出は 25cm の距離で12及び24時ll.A

王7.(l別を行った. この際被肘射物の袈商況皮は 30.5oC
であった.P.(l射後各ピレスロイ ドを 5ccの Ⅹyleneに

浴A.'E･し,その 0.25ccをとりこれに TritonX-100を

0.25g泣踊 I,水で適宜u.i皮に稀釈した乳剤についてFIIJ

記rLT-]杖のアカイエカの幼虫を川いる生物試験によって

合イJピレスロイ ドを定iitL,紫外線による分ru･TF率を求

めた.

Ⅰ.火映純米及び考娯

1. Barthrin のil3)J

放初に前記実験法に従い barthrin,pyrethrins及

び allethrin乳剤のアカイエカの幼山に対する招力を

ペ トt)一皿法によって検定した.各乳剤の稀釈皮,孤

皮 (ppm)と24時聞後の致死率(%)との関係を示すと

約1諺主のようである.なお実験時の水温は 28oCであ

った.

Barthrin及び JI,P'-DDT とについても同様にIijj力

の比校を行い邦2滋のような結果を得た(水温は 26.5

oC).

弟1及び2火の火映結果についてさらに約密な比校

を行うため,光正をその対数に, 致死率を probitに

匿き換え, Blissの兆虫一反LL;率Lul線一次変換拙作を

施してその回付方程式を求め, その方程式から大沢

等 6)の万班によって各乳剤の紐対及び相対布効皮を非

山すると節3表のようになる.

今巾火致死没皮を乳剤の有効度として考察すれば

barthrinはアカイエカの幼虫に対し極めて強大な砧
ノJをあらわし従来の諸ピレスロイ ドより退かに優れた

殺山ノJを示す:Jfが明らかである. そのi旨力は50%致

死畔レベルにおいて pyrethrinsの1.46倍,allethrin
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の6.22倍, ♪,〟-DDT の26.5胎に相当し,殺虫能率

(efficiencyoflethalaction)も jI,P'-DDT はもち

ろん pyrethrins及び allethrinより遥かに大である.

M.G.K.社の technicalbulletinによれば予鵬試畝

でカの幼虫に対し水中で 0.025ppm のレベルで十分

1J一効であると述べているが,著者の茄1我の実験にお

Table1. Dosage(ppm)-mortality(%)ofbarthrin,
pyrethrinsandallethrinemulsionstolarvaeofthe
commonhousemosquito.Onehundredindividuals
wereusedineachemulsion.

Table2. Dosage(ppm)-mortality(%)ofbartllrin
and♪,P'-DDTemulsionstolarvaeofthecommon
housemosquito. Onehundr()dindividllalswere
usedineachemulsion.

Dilution IDosage IBarthrin 恒 ･-DDT
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Table3. Absoluteandrclativctoxicityofbarthrin.Pyrcthrins,allcthrin
and♪,〟-DDTemulsionstolarvaeofthecommonhotlSemosquito.

Absolutetoxicity Relativetoxicity

Barthrh

Pyrethrins

Allethrin

.deviationin

.susceptibility

O.120
0.222

0.166

.C::iICoifaecnt芸nlmLnidSe:xi tfhal闇 ,nLmd三t5hoa,1 Medianequivalent

Barthrin

b.fI'-DDT

Table4. Time(min.)-knockdown(%)oflarvaeofthe common

housemosquitobybarthrin,pyrethrinsandallethrin emulsions.
Onehundredindividualswereusedineachemulsion.

C∝ientlmber

BarthrinlpyrethrihSIAllethrin

II ･ )

Barthrin Ipyrcthrins I A"ethrin

ける純 barthrh の致死非脚ま50,%致死率レベルでは

0.014ppm,99.5,%致死率レベルでは0.029ppmではぽ

これに近い他を柑ている.なおml･:Jiにおける純bar･

thrinの50%致死率レベルでの致死邦.FItは 0.014ppm

であるのに,錯2表ではそれが0.005でその仙 こかなり

の差が認められるが,ちれは突映実施期日(1960,July

23及び Sept.5),水温 (28.Oo及び 26.5oC),アカ

イエカ幼虫の生長皮及び乳剤組成の相違に原因する変

動と,払われる.また G占rsdorff等皇)によればbarthriri

はイエバエに対し pyrethrinsの30-60,%の1!3力であ

るといい.またChadwick符3)によれはRl']梯イエバエ

コクゾウ,コ}/ヌストモドキ別及びゴキプ.)に対して

pyrethrinsより効力が劣るということから, カの幼

虫は bartPrinに対し他の昆山羊り特に感受性が大で

あると考えられる. ･
I

2. Barthrinの効力発現速度 ■

ピレスやイ ドが殺虫剤として賞用せられる理由は殺

虫力の強大及び人畜緋苔であるととの外,他に耕例を

47
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Table5. Time(min.)一kmockdown(%) oflarvae

ofthecommonhousemosquitobybarthrinand
P,b'-DDT emulsions. Onehundred･individuals
wereusd ineachemulsi(in.

Toxicant l Barthrin
IpIP'-DDT

見ない速効性を備えるラjfであるが,barthrinがどの程

庇の速効性を布するかは射!昧あるrH]血であるので,普

省の以浴したIIIJ記方法に従い,前項の実験によって明

らかとなった各 ピレスロイ ド及び AP'-DDT の中央

致死水虫の比率に混合した各乳剤原紋を調製し,水で

通rLL氾庇に稀釈し,それのアカイエカの助山に示す時

lZ.J-ノックダウン山率を放し･Hi'4及び5炎のような結

外とを和た.なお24時lal役のノックダウン山串の欄のか

つこ円は死出率を示す.また実験時の水山はⅠ,I系

列共28･5丁字9･00,9,9'-DDT の場合は24･50であっ

た.

Igi-41IRのⅠ系列及び邦5-iiの総称 こついて妃に約密

に比収な行うため,時ruを対数に,ノックダウン虫率

を probitに起き換え, おのおのの時rLfJ-ノッ クダウ

ン山率回hJJ線を描くと邦1及び2図のようになる.

邦1及び2図の各回焔線は何れも2線分に分れるが,

probit5の肋紬と交わる各線分をとり,-FlJIl述のような

方法で各乳剤の紐対及び相対布効庇を罪山すれば第6

-ilのような数他がNられる.

邦6衣の効力発現速庇を見るに barthrinは従来の
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Fig.2. Time･knockdownregressioncuⅣesof

barthrinand♪,〟-DDTemulsionsappliedagainst
larvaeofthecommonhousemosquitoinmedian
lethaldoseratio.

Table6. Absoluteandrelativeeffectivenessofbarthrin,pyrethrins,
allethrinandAP'-DDT emulsion applied againstlarvaeofthe
commonhousemosquitoin median lethaldoseratio.

Absoluteeffectiveness

sdueSvctieaa,?itdYabn::iFyIKe:EOiCc:ednocw,n

Barthrim

Pyrethrims

Allethrin■

Barthrin

A〆-DDT

Relativeeffectiveness

Relative
knockdown
velocity
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誰ピレスロイ ドと･興り速効性について締めて劣り,

barthrinを捺畔とすれば pyrcthrins及び allethrin

の比効力発現速度はそれぞれ83.6枚び35.7,すなわ+)

barthrinはそれぞれ pyrcthrinsの約1/84.allettlrin

の約1/36の速度のみしかイiしない-Jほ なる.これはユ三

としてアルコール1戊分が従米のビレスtlイドと)阿るこ

とに原因するものと.riLわれ7)が,これは本刑の大きな

欠点ではないかと巧えられる.しかし従来のビレスロ

イドは昆虫に対するF附IPHの放紙料 花と致死の位L舶琶爪

とのmHこ大きな閃きがあり,兆爪の少ない場合はノッ

クダウン後よくが/Lする欠J.I.tがあったが,barthrinは

アカイエカの幼虫に対しては効力発現速度が極めて小

ではあるが,確実な致死作用を示すという優れた点を

もつ刊が観察された. これは piperonyl基に田換さ

れている脱窮卵子によるものと考えられる.なおbar･

thrinは f'.f･'-DDT に比帳すれば効力発現速丁如 :そ

れのl･63IlI･に机とけ るがほぼF'1じオ-グーにあt),ま

た'n 2仰 こ,I(すようにその時lnJ-ノックグ･:)ン山判 jl

帰屯緑の形も相似し,かつ同じくベンゼン核にini換し

た瓜窮を含むことからノックダウン現g!にわける邦PI!

作用に即似点があるのではないかと想像せられる.

3..Barthrinの安定性

従来のピレスロイ ド梢に pyrcthrinsの才与靴の一つ

はそれが不安定な化合物であることで,これが本刑の

火山の一つとなっている.Ihrthrinが従来のtIレス｡

イドの pyrethrolone,Cinerolone或は alletllrOlone

の代りに:!<-Ti:な pipcronyl),liをもってい7JJ･.:からェス

チル折合は別としても,安定な化合物と想像されるが,

その安定性について Gersdorff野'がイエバエに対し

本刑を1ケ印放17tしたものでも新しく嬰望造したものと

同じ毒力をイけ ると述べている以外.-tY･.抑な稚Ll･がない

ため･.熱及び駅外枠に対する:/i(-フi池 についてリミ験を行

った.TJTl.1己'Ji験uミに従い'jiピレス｡イ ドの500,20及

び30rll･TfJ処矧 こよって分解した-#爪をアカイエカの幼

山に対する時UrJ-ノッ クダウン虫率を用いる生物試験

によって定鼓し節7表に示すような結果をf守た.

Table7･ Thedecomposition(,Oof)ofbarthrin,
pyrethrinsandallethrinat50oC.

f̂tcr30(lays

･一一すなわち-barthrin-は加空知こ対して柁めて安定で,

508で30日印】処理しても全く変化が:iiJめられないが,

Pyrethrins及び allethrinは柑 こ20及び30nl..I.1処刑!で

9000'洗い分野を示す.FreemanT'の邦伽 こよれば all･

ethrinを75Oで6ケ月TL.TJ熱してもf･'Rか2.5,00'分脈される

の7J･でおろという.これに圧し木研'JtではこれよJ)帆

臥かつIU.Jg]lLTIJでR.:しい分脈が.lBめられる.このように

搾しい;†;.の/1じたのはIITJn･では恐らく火托僻ry･)処刑で,

空穴とのほ他の機会が少なく,後In･では孤爪処刑で邦

ITJl状慣とはいえ比悦的多爪の空Llとは触する-1ほ なり

分脈作川が~R.:しくI起ったことによるものと.rTnわか,ち.

駅タt抑12及び24n紺 】,qW こよる分解も1VS記実験班に

従い実施し,分節した各ピレスロイ ドの坑を11物試験

によって定托し郡8衣に示すような結果を符た.

Table8. Thedecomposition(%)ofbarthrin,py･
rethrinsandallethrinonexposuretoultraviolet

ray.

Exposuretime
12hotlrS 1 24hours

すなわち bp.rthrinは0,,trJt相,n.(糊 に対してもかなり

安定で,12時lJllJ!;.(州 では15.2%分m･されるのみである

が,pyrethrins及び ztllcthn'nはその約3I.汗!7tの分節

を示し,24n!11ITttLn.糾LIでもbarthrinは48.3%分脈され

るに池ざないが,他の271･は67-83%の分脈を示す.

この均分/Rに FrecmanT)も認めたように現外相艮時

fLTTJLr.朋いこよって pyrcthrins及び allcthrinにJ'1いて

は xyleneに不myl:の拙閃なれ合物Ti(恐らく2才詩体)

がかなり/_lfJ戊されるのな.認めたが,barthrinの場合は

そのJl三成が欠く認められなかった.

このように b.lrthrinは熱及び紫外線に対しても他

のピレスt]イドより抱かに安定な優れた性硯を抑えて

いる即が認められた.

総 括

Barthrinの昆虫塀に対するi!主力ならびに効力発現

の遅速を明らかにし,また熱及び節列緑に対する安定

性を光明せんとし,アカイエカの幼虫に対する致死効

nミならびにノック}/ウン効脈を川いるIli物.試験によっ

て barthrinと pyrcthrins,allethrin及びP.♪LDDT

とのアカイエカの幼山に対する-1f効収及び安Ti:性の比

IPA:7iJ行い,また兆刑効ノJ発現の述I空に対する冊劾な汎

Ti:拭およびJJ呈示班を捉rkiした.

アカイエカの幼山に対すろbarthrin の致死効力は

和めて放火で,50%致死ヰ!レベルではpyrcthrins,al1-

cthriI一及び fI,fI'-DDT のそれぞれ 1.46.6.22及 び

25.60IlI･に相当すTJITjノ)を示す. しかし効力発現速度

は pyrethrins及び allethrinより遇か小で, アか1
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エ1,の幼虫に対し各薬剤乳紋をその薬剤の24時間後の

中火致死兆虫の比に適用した似合,その中央ノックダ

ウン時日.Uの当出をその速肱の招控として効力発現速度

と呼び,barthrinの速度を捺郡とすれば,pyrethrins,

allcthrin及び P,P'-DDTの比効力発現速度はそれぞ

れ83.60.35.73及び0.59となる. しかしbarthrinは

pyrcthrinsと穴りア-*イエカの幼虫に対し確り三な致死

作川を示すのが観察された.

lhrthrinは熱安定性が大で50Bで30別I'u処理しても

企く分Ir押しないが,pyrethrins及び allethrinでは20

川.'lJで既に90,90'近い分解を示す.また紫外線.q射に対

しても barthrinは比較的安定で 15W,距耶 25cm,

12.1.fjlL''JIT.(l射で15.2%分解されるに過ぎないが,pyre-

thrins及び allethrinではそれぞれ50.5及び43.7,%分

解され,24相和処理では barthrinは43.3,00'分解され

るのみであるが,pyrethrins及び allethrinではそれ

ぞれ82.5及び66.9%分脈される.

要するに barthrinはアカイエカの幼虫に対して遅

効性という欠J:.-1はあるがその了ほ力は極めて大かつ槌夫

で,また純だ安疋な位れた性他をもつ新しいピレスロ

イ ドであるという了j享が.LLl来る.

-jM)f兜に当り災験に助力せられた長尾伸及び児):5㌫良
三TITHl,火映紙栗について粒々論議を賜った京榔大学

出J-llと.t'll',内円俊郎教授 ならびに M.G.K.祉 D.Torpin

別杜氏,また,試料入手に御援助を賜った旺友摘.j宇株
式会祉ならびにキング･トレーディング株式会社にそ

れぞれr･1.くEt感謝する.なお本研先王Tlの一部は吉川秀刀

教授を代IJl省とする見出の非剤抵fJlt性に関する総合研

兜出によった.
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R68um6

Therelative'toxicityandthevelocityofknock･

downeffectandthestabilityofbarthrin(6-chlo･

ropiperonylesterofdl-cis･tl･anS-Chrysanthemicacid)

Wereinvestigatdbymeansofbioassayusinglarvae

ofthecommon housemosquito,CtLlexpt-pLcJlS

♪atlensCoqui.,comparingwiththatofpyrethrins,

allethrinandタ,〟-DDT.

Barthrinwashighlyeffectiveagainstmosqtlito

larvaeanditslethaleffectwas1.46,6.22.lnd

26.50timesasstrongasthatofpyrethrins,aH･

ethrinandP,I)I-DDTrespectivelyatthe50,%mor･

talitylevel. Theknockdownvelocityofbarthrin

wasdetermind bytheknockdowneffectoftoxi･

cantemlllsionapplidtomosquitolarvaeinmedian

lethaldoseratio. Whentheknockdown velocity

ofbarthrinhasbeentakenaSaStandard,the

relativevallleOfpyretllrins,allethrinand♪.〆-

DDTwas83.60,35.73and0.59respectively.

Barthrinwasstableon heating and didnot

decomposeatallat50ofor30days,butunderthe

samecondition,about90% ofpyrethrinsand

allethrin werealreadydecomposed in 20days.

Barthrinwasmorestableonexposureofultravil

oletraythanpyrethrinsandallethrin;under12

hoursirradiation,thedecompositionratiooEbar.

thrin,pyrethrinsandallethrinwas15.2.50.5and

43.7% respectively,whilefor24hours.48.3,82.5

and66.9% respectively.
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